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本報告書は、日本自転車振興会から競輪収益の一部である機械工業振興

資金の補助を受けて作成したものである。



序

デー タベー スは、わ が国の情報化の進展 上、重要 な役割 を果たす もの と期待 され

ている。今後、 デー タベー スの普及によ り、わ が国 におい て健全 な高 度情報 化社会

の形成が期待 され る。さ らに海外に対 して提供可能 なデー タベー スの整備 は、 国際

的な情報化へ の貢献お よび 自由な情報流通の確保 の観点か らも必至 である.し か し

なが ら、現在わ が国 で流通 しているデー タベースの 中でわが国独 自の ものは1/4

にす ぎな いのが現状 であ り、わが国デー タベー スサー ビスひいてはバ ランスあ る情

報産業の健全 な発 展 を図るため には、わが国独 自のデー ダベースの構 築お よびデー

タベース関連 技術の研究開発を強 力に促進 し
、デー タベー スの拡充 を図る必 要があ

る。

このよ うな要 請 に応 えるため、(財)デ ー タベース振興 セン ター では 日本 自転車

振 興会 か ら機械 工業振興資金の交付を受 けて、 デー タベー スの構 築お よび技 術開発

について民間企業 、団体等 に対 して委託事業 を実施 してい る
。委託事業 の内容は、

社会的、 経済的、 国際的 に重要 で、 また地域お よび産業の発展の 促進 に寄与 すると

考 えられ ているギ一 夕ベー スの纈 とデー タベース作成の効靴
、獺 の雛 、利

用の 円滑化 ・容易 化 などに関係 した ソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術 であ る
。

本事業 の推進 に当って・ 当財敵 学識繊 者の方々 で鰍 され るデー タベ_ス 構

築 ・技術 開発促進委 員会(委 員長 東京工 科大学教授 西野博二氏)を 設置 してい

る。

この 「マル 手 メギ ィア型地図二 叉ベ一 撮 築のための調 酬 究」 は蔵 元畦

のデー タベー スの構築促進および技術開発促進事業 と して
、 当財団が株式会社 日

本総合技術研究所 に対 して委託実施 した課題の…つ であ る。 この成果 が、デ_タ ベ

ー スに興味 をお持 ちの方 々や諸分野 の皆様方のお役に立てば幸 いであ る
。

なお・ 織 元鞭 デー タベー スの鰍 促進 および撫 悶 塑 造事業 で実施 した課

題 は次表 のとお りであ る,

平成2年3月

財 団法人 デー タベー ス振 興セ ン ター



平 成 元 年 度 デ ー タ ベ ー ス 構 築 ・

技 術 開 発 促 進 委 託 課 題

分 野 課 題 名

1.気 候情報 デー タベ ー スの構築

2.電 磁波環境障害 に関 す るデータベー スの構 築

3.災 害情報 シソーラスの構築

4.意 味情報 を中核 と した医療評価デー タベー スとコ ミュニケ

社 会 一 シ ョン システムの構築

5.ハ ンテ ィキ ャップパ ーソ ンの情報ニーズに即 したライフサ

ポー トデー タベー スの構 築

6.博 物館情 報デ ータベ ースシステムの構築

7.中 央省庁での電子計算機利用に関する報告書のデ一夕ベー

ス化

8.沖 縄地域 に おける文化情報デー タベ ースの 構築

地域活性化 9.九 州地域の人材情報データベース構築に関する調査研究

中小企業振興 10.高 岡市商 圏デ ータベ ースの構築

11.地 域の物 産 ・人材 ・文化情報のデー タベ ー ス構 築 と新 しい

地域間交流推進に関する調査研究

地 図
一 一

12.マ ルチメデ ィア型地図デ ータベース構築の ための調査研究

エ ネル ギ ー ・ 13.燃 焼技術 と燃 焼装置設計のデー タベ ース作 成

資 源

部品 ・材料 14.技 術支援 システムに おける産業機械部品デ ー タベースの

構築

15.マ イクロコン ピュー タのプ ログラマブル周辺デ バ イスの

デ ー タベ ース構築

標 準 化 16.イ オ ン ク ロ マ トグ ラ フ ィー ・デ ー タベ ー ス の構 築

17.CD-ROMマ ル チ メデ ィアデ ー タ フ ォー マ ッ トの調 査

海 外
一

18.デ ー タベ ース構築の ための ター ミノロジー の調 査研究

=

19.異 種デー タか ら構 成 され るデ ー タベー スの総合 的処理技術

技 術 に関する調査研究

20.バ イナ リモ デルに基 づ く先端 的文書検索 システ ムの開発
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■.目 的

1.1地 図デー タベースの有用性

地 図情 報は様 々な業務 で利用 され る。地域資 源管理、都 市計画、地 域開発計画、

施設管理、 マーケテ ィング、ナ ビゲー ション、 その他数 え上 げれ ば枚挙 に暇が ない。

地図 を利 用す ることによ って、施設 の位置、 建物の形状、地名、 あるいは地 質や土

壌分布 な どいろいろなメディアの情報 を重ね合わせ て見 ることが できる。さ らに、

工事の進捗状況や対 象地域の環境 な ども簡単に把握す ることがで きる。 このよ うな

場 合に、地図 と地図 に含 まれる情報 を自由に検 索 した り、加工 ・表示 した りできる

よ うな地図デー タベ ースの利用 は効果が高 い。

近年地 図の有用性 が着 目され、 コンピュー タマ ッピングあるいは地 理情報 システ

ム と称 される地図デー タを利 用 した情報処理 システムの開発 が近年盛 んに行 なわれ

るよ うになってきた。その うちのい くつかの システム はす でに実用化 の段 階に入っ

てきた。

1.2地 図デ ー タベースの現状 と課題

地 図デー タベース は、 目的 とす る地域 にお ける各種 の検索が会話型 にかつ 自由に

行 えるこ とが求 め られる。従来開発 され てきた地図を扱 ったシステ ムにお い て扱わ

れ るデー タは、数値化 され た地図デ ー タと属性 情報か ら構成 され ているのが一般 的

であ る。

しか し、地 図には様 々な情報 が包 含され てお り、それ らの情報 あ るいはデー タの

表現形式 は数 値だけ に限 らず、文字 ・図形 ・画像などそれ ぞれ固有 の表現形 式 をも

つ ものが多 い。従来 型のデー タベー スの構造 では定型化 され た大量の デー タ処理に

は適す るが、構造的 に柔軟性 を欠 いてきた点に問題があ ると思 われ る。

特 に地図デ ー タベ ースにおい てはユーザが必 要とす る情 報は文字や数値 と図形 ・

画像 が混在 した形 で用 い られる ことが多いため、利用者の要求 と実際の システ ムの

機能 にはへだ た りがあ る。

また、 デー タの収 集源 の問題(ex.リ アル タイムなデー タの取得) 、 デー タ作成 に

かか る費用、 さらに地図デー一－pタの有効利用(ex.各 種 アプ リケー シ ョンの開発)な ど

解決すべ き課題 は多 い。

一1一



1.3マ ル チメデ ィア型地図デー タベー スの 目的

最近 はハー ドウェア、 ソフ トウェアの技術 が進み、高性能の ワー クステー ション

や グラフ ィックデ ィスプ レイが安価 に手に入 るよ うに なった。 また、文字 ・数値 ・

図形 ・画像さ らには音声 といった各 メデ ィアの処理技術 も進み、個 々の メデ ィアご

とにいろいろ なアプ リケー ションが開発されて きている。光デ ィスク、CD-RO

Mな どの媒体 技術 も進歩 してきた。

デー タベー スにつ いてい えば、 デー タ取 得、検索、加工 といった基礎的 な技術蓄

積 が進み、 デー タベー スは 「新 たにデザイ ンを してつ くる段階」 か ら、 「作 ったも

のがゆっ くり成長 し、変化 してい く段階」 を迎 えよ うと している。 これか らは、今

まで蓄積 され てきた技術の統合化 、および数値、文字、図形、画像 な どの各 メデ ィ

アの一元的管理が必要 となって くる。

この ことは地図デー タベースに もあては まる。地図 デー タベー スの利便性 を高 め

その普及 を拡 大す るため には、文字 ・数値 ・図形 ・画 像な どを統一 して扱 える、 い

わゆるマル チメディア型の地図デー タベー スの実現 が不可 欠である と考 える。

コンピュー タ技術 の発展 は、大量 のデー タ蓄積 と瞬時のデー タ検索 を可能 とした。

これか らは、 多種多様 な情報 をいか に有機的 に関連付 け提 供でき るか をユーザ側 の

立場か ら考 えてい くことが必要 であ る。む ろん この ことは、地 図デー タベースだけ

に限 らず、デ ー タベ ース産業全体 にいえることである。

本事業 は、 地図デー タベースの成長 ・発展 を促す ために、 マル チメデ ィア型地 図

デー タベ ース構築の ために最適 と考 えられ るデ ー タベー スの構造、 お よびデー タベ

ー ス管理 システムの設計 ・開発 を行 な うこ とを最終 的に意図 している。そのために

は、す でに地 図デー タベースを利用 しているユ ーザを含め、利用面 か らのニーズを

具体的に把握す る必要 があ り、 また現状 にお け るシステムやデー タ構 造の問題点 、

課題の抽 出を行な う必要 がある。具体的 には、 マル チ メデ ィアに関す る調査研究 を

行 い、各種の メデ ィアに対応 できか っ地図 デー タベー スに適 したデー タモデルの検

討、お よび システムの概念設計 を行 うことを 目的 としてい る。

なお、 当社 では既 にデー タベ ース開発 に関す る技術 の蓄積や、 地図情報に関わ る

デー タサー ビスを行 ってきたことか ら、 これ らの ノウハ ウと実績 をベー スとして事

業 を推進 した。
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2.マ ル チ メ デ ィ ア 型 地 図 デ ー タ ベ ー ス

構 築 の 基 本 方 針

2;1マ ルチ メデ ィアの必要性

(1)開 発経緯

当社では、各種 のデー タベー ス開発な らびに コンピュー タマ ッ ピングに関す るシ

ステム開発を長年 にわた って手掛けてきている。地図 デー タベー スに関す る技術蓄

積 もあ り、1985年 には地 図デー タベー スraim(AreaInformationMapping

System)」 を 自社 開発 し、デ ー タ提供サー ビスを行 ってき てい る。

aimは 、地域計画や商圏分析 などの各種地域分析 を支援す るためのツール とし

て開発 された もので、利用者が地域 を自由に設定 してその地域の特性 を示す 人 口な

どのデー タを集計す ることが できるシステムである。地 図 と統計デー タを組 み合わ

せ て、安価 なデー タサー ビスを行な うシステム として定評 を受けてい る。 しか し、

このaimも 「メデ ィア」 とい う視点か らみる と、デ ー タの 自由度 は狭 いといえる。

当社 ではaimを 発展 させ ることを含め て、新たなデー タベースの展 開の場面 を

検討 してお り、各 メデ ィア を統 合 し一元管理 できる地図情報処理 のためのデ ー タベ

ー スに着手す ることに した
。

(2)マ ル チメデ ィアの必要性

地図デー タベー スの現状 をみてみると、 デー タベー スを利用 したアプ リケーショ

ンソフ トの開発が、 ユーザのニーズに追いついていけ ないき らいがあ る。 これ は開

発側 だけの議論で システ ム開発 が進み、ユ ーザの立場 に たった議論が なされ てこな

かったため と考 え られ る。地図 入力にかかわ る諸問題 は いろいろ議論 されてい るが、

ユ ーザの 目的や対象 世界が何で あるかにつ いてはあま り論 じられ てき ていない。 し

か し、本来 はユーザの対 象世界 を明確にす ることが もっ とも必要 なこ とであ り、基

本的な課題 であ ると考 える。
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当社はあ くまで もユー ザの立場 にたってデー タベー スの開発 を行 うことを 旨と し

ている。従 って最終 的に はマル チメディア型デー タベースの設計 ・開発 を行 い、そ

のデー タベー スを利 用 して各種 の事業 を展開 してい くことを意 図 してい るが、ユー

ザの地図デー タベー スに対する具体的 なニーズを把握す る ために、地 図デー タベー

スの現状 をマルチメデ ィアデー タベ ースとい う観点か ら再 整理す ることが何 よ りも

まず重要 であ ると考 える。

(3)予 想され る効果

本事業 で目的とす る システムは、地図デー タベー スにお いて固有の表現形式 をも

つメデ ィアを統合管理す るもの であ り、利 用者 の要求 を実現 でき るよ うにデー タベ

ースの 自由度 を高め るものであ る
。地図デ ー タベー スと各種 のデー タとを有機的に

結びつけるイ ンタフェー スの役 割 を果すもの ともいえる。

本事業 によ りデー タベ ースの利用 は格段 に飛躍す るもの と期待 され る。

さ らに具体 的には以下 のよ うな効 果が想定 され る。

1)今 まで個別 に管理 され てきた図面、台帳、その他の デー タ(フ ァイル)が 統一 し

て管理できる。 この ことによ り、利 用者側 で保有 ・蓄 積 してい る固有の情報 と地図

情報 を構造的 に関係 付け ることが可能 とな る。

2)グ ラフの加工処理 など、従来 アプ リケー ションプ ログラム に依 存 していた処理が

デー タベース側で可 能 となる。

3)利 用者側 でデー タ構造 の定義が可能 とな る。従って利用 者は数 値、図形、画像 と

いったデー タの種別 を考 慮す ることな く、業務に付随 してデー タ加工 をお こなうこ

,とができる。

4)各 メデ ィアが構造 的に関係付 け られ てい るため、デ ー タの更新 が統一 して行 える。

また、図形と画像を組み合わせ て3次 元処理を行な うことも可能 とな る。

5)「 千代 田区の外堀 通 りに面 した...」 とい うよ うな 日本語に よるデー タ検索が

可能 となる。

6)ユ ーザ側でデー タ出力の媒体 を意識す る必要 がない。

想定 され る利用場面 は、 地域計画、都市計画、地域資源 管理、施設 管理、 マーケ

テ ィングなど幅広 い利用 が考 え られ る。
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2.2マ ル チ メデ ィア型 デー タベースの現状

マル チ メデ ィア型 デー タベー スにおいて先行 しているのは米国Apple社 の

Machintoshシ リーズであ ると考 え られる。同パー ソナル コン ピュー タは

ハイパーカー ドと呼 ばれ るソフ トが標準添付 されている。現在 ハイパ ーカー ドは、

最 もマル チメデ ィア型デー タベースに近い と考 えられ ている。

ハイパー カー ドの主な特色は

1.従 来のテ キ ス トペースのカー ド型 デー タベー スと異 な り、 図形 ・文字/数

値 ・画像 ・音声 も管理 できる

2.ハ イパーテ キス ト機能 を保有、い かなる情報 でも相互 に リン クできる

3.HyperTalkと 呼ばれる自然言語的なマク ロ言語が使 える

4.か な り強 力 な図形処理 ツールが付 属 している

等 であ る。

ハイパー カー ドを用い たPDS(PublicDomainSoftware)

各種 も販売 され てい る。その例 を下 に記す。

PDSの 例

『Elements』 周期律表 がメイ ン画面 で提示 され、その記号 をマウス

でセ レク トする ことによ り、 諸元 を図形、映像等 で提

示 して くれ る。

『LearntoReadRussian』

ロシア語 のスペル と発音 を同時 に教 えて くれ る。

これ らは米国 にお いて リリースされ ている ものであ る。

日本 におい てはハ イパーカー ドとLD(レ ーザーデ ィス ク)と を組 み合わせ た

『文京文 学館 』 なる教育 システムが マル チメデ ィアデー タベースの鳴矢 とい えよ う
。

文京 区ゆか りの明治の文豪達 のプ ロフィール を、地図 ・写真 アルバム ・年譜や書

簡 までを含めて紹介 す るもの となってお り、LDの 映像 と音声(本 の朗読)も 視聴

出来 るもの であ る。

こうしたマル チメデ ィア対応機能 は、今後デ ー タベースの主流になってい くもの

と考 えられ る。.
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2.3デ ー タベ ー スの概 要

本提案で想定している地図データベースは以下のような機能を備えるものである
。

①形状情報、属性情報、管理情報など多種類の形式の異なる情報が共存し、かつ相

互に有機的に関連付けられる。

②複数のメディアを統一的に操作できる。

③データの構造定義ができる。

従って ここでのデー タベース管理 システム は、 特定 の 目的にあわせ て構成 された

モデル、構造、形態、 メデ ィアの異 なるデー タを個 別的にではな く統合 して処理 で

き ることが必要であ る。

そのイ メー ジを示 したのが下図 である。

地図管理

(フ ァイ リング)
・イメージ

・画像

ミマル チメデ ィア型デー タベー スi

、ぶ_贈 が』

属 性 デ ー タ管 理

・数値

・文字

図2・1マ ル チメデ ィア型 デー タベー スの概念
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2.4デ ー タベー ス構築計画

このマル チメデ ィア型地 図デ ータベースの開発ステ ップは大 き くは

1)ユ ーザのニーズ分 析

2)利 用モ デルの検討

3)概 要設計

4)詳 細設計 ・開発

5)テ ス ト ・運用

の5つ の段階 にわ け られ る。

今年度 にお いては1)と2)の 部分を実施 した。

ユー ザニーズの分析

・マル チメデ ィアデー タベースの現状

・ユ ー ザ ニ ー ズの 把 握

・現状における問題点抽出
・地図デー タベー スの課題
・マル チメデ ィア型地図デー タベー スの果たす 役割

・aimの 持 っている問題点の抽 出

》

利用モデルの検討

・エ リアマー ケテ ィングを例 に した利用 モデル作成

・使用デー タの分 析

・シス テムの検討

次年度
↓

概要設計以降の開発

図2・2作 業 フ ロ ー
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3.ユ ー ザ ー ニ ー ズ の 分 析

3.1ユ ーザ ーニー ズの把握 と問題 点

(1)表 現 形態へ のニ ー ズ

地 図デ ー タベー スへ のニ ー ズ を表現 形態 に着 目 して分 類す ると次 の よ うに な る。

・地 図:

地図 そ もの を検索 した り(見 た り)、 地 図(紙)と して欲 しい。

拡大 した り縮小 した りして使 い たい。

・数値 ・文 字:

地図 のあ るエ リアあ る いはあ る地点 に関係 す る数値表 や文 字 で表 され

た情 報が欲 しい。

・図形:

数値や 文字 があ る意 味 のあ る加 工 され た図 形や グラフ など で欲 しい。

このよ うに、 基本 的 には3つ の形 態(メ デ ィア)と なる。 もち ろん ニー ズが高 ま

れ ば音声 の利 用 も考 え られ るが こ こで は考 慮 しない。 これ ら3つ の形態 はそれ独 自

で利用 され る場合 があ るが、 実 際 には

・地 図上 のあ るエ リア
、 あ るいは ある地 点

が リンク情 報 と して存在 し、 相 互の 形態 が重 な り合 っ て使 いた い場合 が通 常 であ る。

例 えば、 地 図上 にあ る施 設 を検索 し、 その施設 の属性 をマ ルチウ イ ン ドウ で表 示 し

た り、 グ ラフを表示 した りといっ た利 用 で ある。 従 っ て、 違 った形態 の情 報 が 自在

に扱 えなけれ ば地図 デー タベー ス利用 の促 進 は図 られ な く、 バ ッチ的 な利 用 では業

務 の効率 も悪 い。

マル チメデ ィア型 の地 図 デー タベ ー スは このよ うな観点 か ら、 特 にユ ーザ ーユ ー

ザ ーイ ン ター フ ェー スの操作 性、 視認 性の 向上 は重要 なテ ーマ となっ て くる。
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(2)機 能面 でのニ ー ズ

ま た機 能面 で は次 の よ うなニー ズがあ り、 解決 策が望 まれ る。

・検索機能の充実:地 図の検索を座標 などの数値入力だけではなく
、地名や

ある条件の入力によって行いたい

・デー タ加工処理機能の充実:必 要 な数値 ・グラフ作成機能が容易にでき
、

一画面に異種のデータを並列に表示したい

・固有情報の結合:利 用者 サイ ドで保有 している固有情報を地図上に展開し

たい

・プレゼンテーションツール:加 工データの効果的な表示や説明機能が欲しい

①検索機能の充実

従来の地図データベースの利用に際して用い られる検索は座標検索であ

った。そのため、必要な地図情報を検索するのにかなり手間がかかった。

しかし、マルチメディア化によって地名検索が市町村名入力によって可能

となり、使いやすさが向上する。そのためには行政区域のオー トスケー リ

ングや市町村データの レベル化が必要になろう。

② デ ー タ加 工 処理機能 の充実

地 図デ ー タベース を管 理す る シス テム(DBMS)は か な り複雑 で使 い

に くい。 しかも一 画面 に異種 のデ ー タ(グ ラフ と地 図 な ど)を 並 列的 に

表 示 で きな い し、 グラ フの作 成 な どもか な り煩雑 な手続 き に よって可能

に なっ てい るが、 これ も対話 方式(マ ル チプル チ ョイ ス等)に よっ て簡

易 化 を図れ る。

こ う した機能 をデ ー タベー スに もたせ ることが課 題 とな って い る。
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③固有情報の結合

現状では利用者サイ ドで保有 している固有の情報(顧 客情報等)を 地図

上に展開できないため、個々の地図データベースニーズに応えられない。

商圏についての地図情報のニーズには必ずその業種に付随した特有のデ

ータに関するものであって、単なる人口世帯特性や産業構造についての

データだけではない。

車や不動産などのような高価値の保有商品と人口特性の相関などのよう

な自業種に関する商業データと地図データとの結合をユーザは求めている。

こうした固有情報を取り入れられるフレームを地図データベースに付加

することが肝要になってくる。 デー タベース地図上に分布図をオーバ

ーラップして表示するなどの機能も考えなければならない。

④ プ レゼ ンテ ー シ ョ ンツール

新 店舗 の拠 点分析 を会議 な どで説 明す る際 に、 情 報 を効 果的 に表示 し、

継 続的 に呼び 出す 必要 が生 じる。

地 図デ ー タベ ース はこ う したニー ズにも対応 すべ くス タン ドアロー ンな

システ ム化 なども考 えていか ね ばな らな い。
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3.2地 図 デ ー タベ ー スの課題

前 節のユ ー ザーニ ー ズを解決 してい くには、 ハー ド/ソ フ ト両面 か らの ア プ ロー

チが 必要 に なっ て くる。

(1)ハ ー ドウ エ ア

マル チメ デ ィア化 に よっ て大容 量の記憶 媒体 が必要 にな り
、 同時 に処理 速度 の 高

速化 も求 め られ て くる。 また、 キー ボー ド以外 のユー ザ フ レン ドリー なポ イ ンテ ィ

ン グデバ イ スで操作 能率 の 向上 を図る。

こ こでは これ らの 課題 に応 じるハー ドウ ェアと して それ ぞれ光 磁気 デ ィス ク とE

WS(EngineeringWorkStation)と マウスにつ いて整理 した。

① 光磁気ディスク

大 容量 デ ー タの記 憶 ・媒体 とい えばハー ドデ ィス クが念 頭 に浮 か ぶが、 い ま だに

か な り高価 であ る。

か つ てマ イク ロソ フ ト社 の社 長 ビル ・ゲー ツはr日 本 の ハー ドデ ィ スクは金塊 だ」

と指 摘 した。 そ の時 点 よ りはるか にハー ドデ ィス クの コス トは低下 したが、1バ イ

ト当 りの単価 で は近 年 登場 した光磁気 デ ィス クよ り高 い。

光磁気 デ ィス クに は次の よ うな長短 があ る。特 に シー ク時間 が ハー ドデ ィ スクよ

り1ケ タ上 などの欠 点 は軽 視 できないが、 大容量 デー タの保 存 には 向い てい る と考

え られ る。

表3・1光 磁 気 デ ィ ス クの メ リッ ト/デ メ リッ ト

バ イト当 り単 価 はハードデ ィスクよ り安い

(メディア価格500メ ガバ イトで3万 円程 度)

ハードi"IXク よ りシーク時 間1桁 上

(平 均 シーク時 間90ms)
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②EWS(EngineeringWorkStation)

EWSは オ ー プンアー キテ クチ ャ/オ ー プ ンシステ ムへ 転換 し
、 次 の ス タン ダー ド

をめ くる首位 争 いが展 開 され てい る。32bitMpuの 低廉 化
、 高速化 によ り2-

3年 後 には現在 の大型機 並 の処 理 能力 に な ると言 われ て い る
。
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図3・1ワ ーーーーク ス テ ー シ ョ ンの 性 能 推 移 (日 経 コン ピュー タよ り)

こ うした高性 能 ワー クステー シ ョンの グラフ ィ ック処理 能 力は現 行 パー ソナル コ

ン ピ ュー タを凌 駕す る もの があ り、 マル チ メデ ィア対応 にふ さわ しい ハー ド環境 を

もた らす もの と して期待 され る。
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③ マウ ス

ダイ レク トポ イネ テ ィン グデ バ イス と してマウ・ス はす で に充分 普 及 してい る。 し

か し.マ ル チ メデ ィア化す るこ とによって、 更 にその 役割 が強 め られ る。 キー ボ ー

ド入 力を補助 とす る ことでユー ザの使 い勝 手が向上 し、 マル チウ イン ドウの ツール

と して最適 な ことは様 々な局 面 で実証 され つつあ る。

(2)ソ フ トウ ェ ア

マル チ メデ ィア型 システ ムが 導入すべ き ソフ トウェ アの コ ンセ プ トと して は、

GUI(GraphicalUserInterface)が ある。 新 しい システ ム環境 は続 々 とこの コ

ンセ プ トを導入 して いる。'

lext社 のHachはUNIXを ベ ー スと した もの だが、 レリー フ的 なア イコ ンと凝 っ

た画 面 は高 く評 価 され てい る。 富士通 のFM-Townsも こ う した潮 流 に沿 った もの と

いえ る。

夢
二
、皇

運

'轡

図3・2Nextの 画面 出力例
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圃fi－繭 』 撒 鱒 竃懸i翻 鍵 層国璽
∫★T… ・GEAR曝 し・機 能をご紹介 しまし・う.'∫

騨 轟磯驚二i∴三寸

撫 舞鶴藩 ○
∴雑観 ∴鐸璽湾

図3・3FM-Townsの 画 面

こ うしたGUIに 則 った システ ムを地図 デー タベ ー スに導入 してゆ くことはマ ウ

スの使用 とあ いまっ て操作 性の 向上 を もた らす もの と考 え られ る。

ま た、 マル チウ イ ン ドウに よ って地 図表 示 とグ ラフ表示、 テ キ ス ト表示 を 同時 に

扱 えるこ とは1つ の マル チ メデ ィアの必要 条件 とい え るであ ろ う。
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マル チウ イン ドウ システ ムの例 として、UNIXの 画面 を参考 にの せ る。

各 ウ イン ドウは ス クロー ルバ ー と呼 ばれ る画面 の表 示部 分 をコ ン トロール す る仕

掛 が付 いて いる。 ク ロー ズボ タ ンはその ウ ィン ドウ を クロー ズす るため に用 い られ

る。・画面 の左 下 に は アプ リケー ションを立 ち上 げる ための アイコ ンが あ る。 これ ら

はいずれ も マウ ス操 作 に よって 直接 コ ン トロール で き る。
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図3・4UNIXに よ る画面

マル チ ウイ ン ドウ は、 多種 の異 な るプ ログラム を並 列的 に扱 う際 に適応 した表示 方

式 で あ り、 次 に述 べ るハ イパー テキス トと相性が良 い

パイパーテ キス トコ ンセ プ トは、 画像、 テ キス ト、 音声、 図 形の よ うな異 な ったデ

ー タを リン クす る。 デ ー タ間 の関係が 固定 的 な場合 に非 常 に有用 であ る。
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3.3マ ル チメデ ィア型 地 図デ ー タベ ー スへ の期待

マル チメデ ィア型デ ー タベ ー スに よ って ど ういった こ とが 可能 に な るか を整理 した
。

表3・2マ ル チ メデ ィア型 地 図デー タベ ー ス利 用 に よ る可 能性

項目 内容 用途

ソ

フ

ト

ハイパ ーテキスト

GUI

(GraphicUser

Interface)

マルチウインド ウ

・地 図 情報 と グラフ/映 像

の リンケー ジ

・アイ コン、 イア コンな

どに よ って操作性 、 視

認性 の 向上 を図 る

・多種 の タイプ の違 うテ㌔タ

を同時 に表示

・図形(表
、 グ ラフetc.)

・数 値 、 文 字 の 有 機 的

結 合

地 名 検 索 等 も可 能

(テ"一タベ ースキーと し て

地 形 記 号 等 図 形 を 指 定

で き る)

・プ レゼ ンテーション向 き

・テ㌔ タ相 互 参 照 及 び

並 行 表 示

(ハイハ.一テキストに適 す る)

・マルチタスクに よ る並 列

処 理

ハ

ー

ド

EWS

(Engineering

WorkStation)

光 磁 気 デ ィスク

マ ウ ス

・高速 処理 可能

・大 画 面(HiResolution)

で精 密 なグラフィックス

・大容 量デ ー タ保 存

・GUIと の併用 に よ り

操作 性 向上

・マル チ タス ク

・マル チ ウ イ ン ドウ

・人間工 学 的 な画面

構成

・大容量 とな りが ち な

画像デ ータの保 存及 び

呼び 出 し

・入力効 率 の 向上
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マル チメデ ィア型 地 図デ ー タベ ー スは以 上の よ うなハー ド/ソ フ トの環境 整備 に

よっ て各方面へ 応 用 が可能 に な る。

業務へ の応 用 と して は次 の よ うなものが 考 え られ る

① 教 育

いわ ゆ るCAI(ComputerAidedInstruction)の ジ ャ ンル に 属 す る、

教 育 用 の地 図 シ ス テ ム 。 博 物 館 の デ ィ ス プ レー な ど に も利 用 で き る。

②出版

電子出版の一形態、例えばCD-ROMと して郷土案内や地名百科、

地誌などの分野でニーズが拡大する可能性がある。

③ 土 地管理

名種の デー タを一時 にモ ニ タ リン グし表示す るの にマル チ メデ ィア型

デー タベー ス を用 いて効率 化 を図 る。

④ エ リアマ ーケテ ィ ング

この項 につ い て は当社 で開発 したaimを 例 に とって 以下詳 述す る。
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4・ 地 図 デ ー タ ベ 一一スraim」 の

現 状 と 課 題

4.1aimに よ る デ ー タサ ー ビス の現 状

(1)aimの 仕 組

現実の人口分布状況 にあわせ て人 口を地図上 に ドッ トし、 その一点一点の位 置が

コ ンピュー タに正確 に記憶 され てい る。それ らの ドッ トに人口、世帯、居住特性 な

どに関す るデー タを結合 させ ることによって、 どん な範囲、形の エ リアに対 しても

それ らの蓄積 されたデー タを自由に出力す ることがで きる。

(2)aimの 特 徴

aimの 特徴は以 下の点 にあ る。

・道路、鉄 道、駅、河 川な どの地 理情報 の位 置 が緯 度、 経度で蓄積 され ている。

・人 口 ・世 帯数 な どの統 計デー タが現実 の分布状況 に応 じて ドッ トで配分 されて

いるため、行政 区分 に とらわれ ず どんな範囲、形 のエ リア(ポ リゴン)で も必

要な情報 が取 りだせ る。従来 の メッシュ ・デー タに比べ、 どんなエ リア でも精

度の高い情報が得 られ る。

・必要な範囲の地図を自在の縮尺で取りだせる。

・特定 エ リアの情 報の集計や 分析が低 コス トでス ピーデ ィに提 供 できる
。
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出力地図(3)
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(注)人 口 ドッ トの プロ ッ ト方法

1

国勢調査(55年)

3次or4次 メ ッシュ別人 口

i(磁 気テープで提供されている)
L______

}
一________

↓
「一 一 ー一'一

　 　　 　

1市 街地(家 屋)分 布状況を見なが らl
ii

i1ド ット100人 を分布させる;
ll－ー一,一 ・一 一 ←___一

己 　

i2万5粉 の 、i

l国 土地理院発行i

標準地形 図1
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(4)出 力表

①使用している統計

・国勢調査(55年 、60年)3次 メ ッシュデー タ(約1Km四 方)

市街地 につ いては4次 メ ッシュ(約500m四 方)

・事業所統 計(56年)3次 メ ッシ ュデー タ

・商業統計(57年)3次 メ ッシ ュデー タ

(注)メ ッシュデー タのメ ッシ ュ内地域への配分方法

[国勢調査]

・ドッ ト数 に応 じて各 ドッ トの位置 に常住 人 口を配分 した
。

ドッ トの プ ロッ ト方法:

国土地理院発行 の2万5千 分の1標 準地形 図上 で家屋 密集状況 を見

なが ら団地情報 などを加味 して、1点100人 の ドッ トを打 ってい

った。

・1ド ッ トに対応す る常住人 口以外 の詳細項 目につい ては メ ッシュデー

タを ドッ ト数 で均等配分 した。

デー タの精度:以 上のよ うな手 順で メッシュデー タを配分 しているの で

集計す るエ リアが広 いほどデー タの精 度は よ くなる。

精度 の保 証の 目安は、市街値では概ね半径250m以 上、

その他 の地域 では半径500m以 上の エ リアの大 きさ。

[事業所統 計、商業統計]

・1メ ッシュを16分 割 し
、各 ブロ ック毎 に事業所の 「あ る」、 「な し」

の判断 を行 い 「あ る」 ブロ ックの 中心点 に、デー タを配分 した。
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(5)出 力項 目

1.人 口 ・世帯特性 国勢調査よ り

1.人口特性

常住人口

年齢別人口(5歳 お き)

世代別人口(ラ イフステー ジ別)

配偶関係(未 婚、既婚別)

入居時期

2.就業構造

労働力人 口

従業上の地位(雇 用者、役員などの区別)

産業別就業人口(産 業大分類、建設業、製造業などの区別)

職業別人 口(管 理職、販売職、技能職などの区別))

3.教育

教育程度(在 学する学校、卒業 した学校の区別)

通勤 ・通学地(通 勤先)

利用交通手段(通 勤 ・通学のための主な交通手段)

4.世帯特性

世帯数

世帯人員

家族類型(核 家族、高齢者家族などの区別)

5.居住状況

住宅の建て方(一 戸建、共同住宅の区別)

住宅の所有関係(持 ち家、借家 などの区別)

居住室数、居住畳数

2.産 業構造 事業所統計より

1.事業所数 ・従業員数

産業中分類別事業所数、従業者数

2.従業者規模

産業別、従業員規模別事業所数

3.経営組織

経営組織(個 人経営、会社組織などの区別)

事業所の形態(店 舗、事務所などの区別)

開設時期

3.商 業構造 商業統計より

1.業種別商店数、年間販売額

2.小分類別商店数

3.床面積
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4.2デ ー タサー ビスの形態

(1)基 本サー ビス

①エ リアの位置 と形

首都圏のaimサ ービス範 囲内であれ ば、エ リアの位 置や形 は一
・サ ークル(円)

・ポ リゴ ン(任 意の多角形)

のいずれでも可能。基本 サ ー ビスでは、ほぼ3Km以 内の範囲の

集計 とする。

②地図のサー ビス

静電 プロッターによる 出力図。縮尺 は

・2 .5万 分 の1

・5万 分 の1

のいずれかで、 図面枠は

・任意に指定(指 定エリアを地図の中心に置 く)

・国土地理院発行の市販の地形図に合わせる

のいずれでも可能 。

地形図、人 口 ドッ ト図 は同一地図に表示す る ことができる し、別 々の

地 図にする ことも できる。

一枚の地図 に表 示す る エ リア数 は枠の 中に入 る限 りい くつでもよい
。

5万 分の1の 地図にエ リアが入 りき らなっかた場合や 、さ らに

大きな縮尺(10万 分の1な ど)の 地図が欲 しい場合 に応 用サー ビスと して

応 じる。
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静電 プ ロッ ターで出力され る地図の紙 質は、

E

l・ 普 通紙

・マ イラー(半 透明 で、市販の地図の上 に

乗せ て見 ことがで きる)

の いずれ でも可能 。

③エ リア特性分析表 のサ ービス

表 は、全 てパ ソコンによる出力。

出力 され る項 目は、 エ リア内の

・人 口、 世帯、住居、就業構造 な どの諸デ ータ

・事業所数
、従 業員 数(産 業別)

・商店数、年間販売 額

な ど。

④サービス地域範囲

首都70km圏
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(2)オ ー ダーの流 れ

以下の よ うな流れ で現 在オー ダー を受 け付 け てい る。

エ リア集計
の依頼

商圏
日サークル 集計) 日露 鯉 計)

9曇
送
を
で

の
圏
X
翼
文
地
商
F

注
圏
た
て

で
商
し
い

X
定
定
か

A
讃
談
に

F
・

●
所住
*
の

一

)
*
点

一

心
*
圃(
X

文
点

x

注
地
区

m

で
計
Ω
篇

話
集
O
半
30

電

・

・

●

オーダ管理
システム 熱量
↓

勢耕

、

ミニコン
'

データ集計

地図集計

O
alm

D/B

ノ＼

當

↓

禦 タ

‡'

集計結果

↓

難解法力 プ ロッタ出力

↓ ↓

集計結果表 地図

口

熱 擦 違 圏入力

家内 品

図4・3オ ー ダーの流れ
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4.3シ ステム構 成

システ ムの全体構成 は以下の図の通 りである。地図入力 は膨大 な手 間を要す るの

ででき るだけ労力 を軽減 できるよ う、デ ジタイザー とパ ソコンを組み合わせ た対話

型入力 システ ムを用 いて いる。 デー タの蓄積 とデータの集計検索 は、容量 とスピー

ドをカバ ーす るため ミニ コンVAX-ll)を 使用 してい る。ま た地図の出力は高

速静電プ ロッター を使 用 している。

篠 緯 シ裁 力指示)
各種統計
データ

地形 図
ドッ ト図

オーダー管理 システム

オーダー シー ト入 力

デ ータ取得 システム

隔'デ ータ1 ド騨 晶

aimデ ー タベ ース

計DB鞄

検索システム

巳 計・検索1

出力システム

地図作成

声 集 ・加工1

擦 フ 幣 穿'箇

システム構成図

図4・4シ ステム構 成図
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4.4aimの マル チメデ ィア化 に対す るニー ズ

(1)aimに 関 しての要望

aimは ・1986年 に集計 サー ビスを開始 して以来
、様々な要望 があげ られ て

き た。その代表的な要望 を以下 にま とめた。

・メ ッシュマ ップの出力

→メ ッシュの各項 目についての分 布地図 を出力 したい

・ユーザー保有デー タの登録
、集計、地 図へ のプ ロッ ト

→顧客 の分布を地図 に表示 したい

・集計デー タの必要部分の みの出力(表
、 グラフ)

→必要 な項 目のみセ レク トして 自由に加工 したい

・購 買力の算 出

→各種のデー タをかけあわせ て購買 力、 あるいは販売力 を算 出 したい

・メ ッシュデー タの検索

→例 えば、 「20代 女性 の多 い地 域」 とい う検索

(2)機 能 向上の視点

・ビジュアル化

今 は 「表」の時代 ではない。数値 を ビジュアル に表現 してい くことが まず

重要 と考 えられる。

(デー タの グラフ化、 マ ップ化 など表現 形式 の選択、表現 メデ ィアの選択 を

行 う必要があ る)

・シミュレー ション

・ユーザーデ ータの取 り込 み

売 り場面積な ど実 際の現場 で利用 してい るデー タをス トックしてい くことが

重要
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(3)aimの 利用形 態

いままでのaim利 用者の利用形態 をまとめ たもの が下表 であ る。

表4・2aimの 業種別用途

分野 業 種 利 用 形 態

金
融
・

銀行 出店候補地予定

保
険

保険

大 百貨店 店舗分布と人口分布の
型 関連を見る
小 ス ー パ ー マー ケ ッ ト

売
店

小 コ ン ビニ エ ン ス ス トア、 パ ン 既存店舗の見直し(店 舗の

売
化 粧 品、 ガ ソ リンス タン ド

ア イ ス ク リー ム シ ョ ップ、
イメー ジチェンジを図 る)
ガソ リンス タン ド高次利用の

郊外型多大規模書店など ための立地調査
店 チ ェー ン展開 を行っている所

飲 コ ー ヒ ー 、 居 酒 屋 、 フ ァ ー ス ト 立地調査
食 フ ー ドレス トラ ン、 喫茶 店 、惣 菜 郊外型 レス トラン展開のための
店 屋 、 弁 当屋 、 レス トラン 立地調査

製 食 品、衣服、家電 など消費者 向け 首都圏特性把握(商 圏特性と
造 製品を生産している製造業 品揃えの分析)

郊外型 レス トラン展開のための
立地調査

建 建築設計事務所 店舗設計のためのイメージ作 りの
築 ための商圏調査

有休地の高次利用のための商圏
調査

調 シ ン ク タン ク、 商圏調査
査 コンサル タン ト会社

広告業

そ レンタカー会 社、 ホテル 自社保有ビルの高次利用のための
の ク リー ニ ン グ、 地域特性分析
他 コ イ ン ラ ン ド リー 社内広告募集に利用(沿 線の商圏

特性 をア ピール)
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4.5エ リアマー ケテ ィングにおけ るデ ー タベー ス利用 コンセプ ト

(1)エ リアマー ケテ ィングにお ける地 図デー タベー スの必要性

①市場の動向

ものを出せば売れるという時代はすでに過ぎ去り、消費者の様々な要求に応えて

いかなければならないのが現在の消費市場である。販売戦略を考える上でも、画一

的な戦略ではなく、地域の特性 ・消費市場の特性に応じたきめ細かな戦略立案が必

要となってきている。高効率、高収益販売志向を目指す企業にとって重要なことは

目標に対する力の結集であり、市場機会を的確に選択し、狙った市場への優先化 ・

集中化であり、それとともに、現状体制の見直しが求められる。顧客を獲得 し競争

に打ち勝つためには、今までにない市場に対する洞察力が必要となる。

企業におけるエリアマーケティングの役割は今後益々重要度を増し、質の高い(

効果の高い)マ ーケティングが期待される。

②エ リアマーケティングの現状 とこれ か らの方 向

ところで、質の高 いマーケテ ィングを行 うため には、知 識 ・経験 ・感(セ ンス)

といった人的資質 が必要 であ り、人 材育成 には時間を要す る。

一方
、 マーケティングに必要 な基礎的 な情報 部分 に関わ るデー タ処理 は、主 に 「

平均値」や 「偏差値」 を求めた りす る数値処理 が主 であ り、 このデー タ処理 も人手

にたよる部分 が大き い。市場特 性や 地域特 性 などは、様 々なデー タか ら算出 された

数値結果 をもとに検討がなされ てい るのが現状 であ る。

しか しこれか らの マーケテ ィン グにお いては、デー タ処 理の効率化、 問題発見の

ルー トの簡略化 などを図 り、経験 ・セ ンス といった属 人的な資質 にたよる部 分をで

きるだけ客観 化 してい くことが重要 である。 そのためには今 までの よ うなデ ー タを

数値 として捉 えるだけでな く、 デー タ処理 の結 果をグ ラフ化 した り地図上 に展開 し、

情報を視覚化 してい くことが必要 となる。情報 を視覚化す ることで消 費市場の問題

の所在 がつかめ、市場に即 した対応が 自ず と顕 在化 して くる。いいか えれば、 これ

か らのマーケティングにおいてはマルチメデ ィア型のデー タベースを用いた ビジュ

アル インフォメー シ ョンマーケテ ィングが必要 とされ てき ている と言 える。
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③ マー ケテ ィングにおけ るコン ピュー タの利 用

近年 は コン ピュー タが発達 し、多 くの企業 において大型 あるいは中小型の汎用 コ

ン ピュー タが導入 されている。 またデー タの共有、有効活用 とい う面 か ら様 々なデ

ー タの デー タベース化が 図 られ てきてお り
、各企業 にお ける顧客情報や 売上情報、

在庫情報 とい った社 内デ ー タはかな りの部分がデー タベー ス化 され、利用 され てい

るといえる。 しか し、 このような社 内 に蓄積され たデー タの マー ケテ ィングへの活

用 は、必ず しも成功 しているとはい えない。 コンピュー タの性能 向上 に伴 いデー タ

処理速度 は高速化 したが、 コン ピュー タか ら出力され る処理 結果 は相変 らず数値で

あ る・ また、現状 ではデー タベースを利 用 した処理機能 も事務処 理主体のもの(例

えば顧客 リス トの打 出 し、宛名 ラベルの 印刷、請求書の発行 など)で あ り、 マーケ

テ ィングに役立つ機能 を備 えているとはいえない。

一方
、 パ ソコン、 オフ コンの処理能力 も近年 著 しく向上 し世の 申全般 に広 く普及

している。 デー タ整備の ための ソフ トウェ アや ビジネ スグラフ作成の ための グラフ

ィ ックパ ッケージな どもいろい ろ市 販され てきている。 パ ソコン、 オ フコンでは汎

用 コンピュー タに比べ てグラフ ィック機能 が扱 いやす いとい う利点 があ り、 グラフ

表示や絵 の表示な どが比 較的容易 に行 える。 また、デ ー タの記録媒体 としてCD-

ROMが 開発 され 、従来 パソコンでは扱い に くかった大量 のデー タを扱 うこ とが可

能 となった。

④ マルチ メデ ィア型デー タベースの必要性

こうした状 況の下 でパ ソコンを利用 して絵や グラフをふ んだん に用 い情報 の視覚

化 を行 ってい くことで、新 たなマー ケテ ィングの展開 を図 ることができよ う。

その ためには次の よ うにマル チメデ ィア型のデー タベー スが期待 され ると ころで

あ る。
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一一
なぜ必要か

・蓄積 されたデ ー タが活か さ・れ ていな い現 状の中、 マーケテ ィングの

効 率化 を図る
・マーケテ ィン グのプロセ スは基礎的 なと ころは共通 してい る

→ この共通 部分 をと り出 して、 マーケテ ィングの効率化 を図 る

↓　
どんな情報を利用するか

・各種統計情報、地図情報
・社 内デ ー タ

・現状のマーケティングは数値処理に終始している

・マーケティングはデータ処理から戦略立案に至るまで

属人的な判断に左右されている

↓

いまマーケティング に求め られ るものは

・誰にでも簡単に問題発見が行える手法の確立

・問題発見のルー トの簡略化

↓

さ らに は

・公開されている統計情報を各企業に内生化しうること

↓

ト のためには・蹄 ア型地肝 脳 スが必要

・情報 の表現 は活字、数値 だけでは足 りない
・映像 、音、文 字のマルチ ミックスの必要性
・しか もこれ らが地 図 と リンクし、 自在 に地図 と照 らし合わせて

利用 したい

図4・5マ ル チメデ ィア型 地図デー タベースの必要性認識 フロー
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(2)マ ルチメデ ィア型地図デ ー タベースのコンセプ ト

マルチ メデ ィア型 地図のデー タベー スは以下のよ うなね らいがあ る
。

マーケテ ィング数値処理 は

経験 ・知 識 ・セ ンスと共 に、

時間が必 要

一
パ ソコン ・オフ コンの利用

グラフィックスの発達

管理手段の効率化 ・視覚化

↓

これか らの マーケテ ィング

(わか り易 く)(早 く ・安 く)(企 業人英知の結集)

を行い企業の強力な武器に

↓

マル チメデ ィア型地図デー タベー ス ー
問題 発見簡 略化の支援 システム

ビジュアル インフォメーシ ョンマーケティングシステム

図4・6マ ルチメデ ィア型地図デー タベー スの コンセプ ト
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(3)利 用効果

マルチメデ ィア型の地図 デー タベー スの利 用の効果 と して次が考 え られ る。

・デー タの加工処理 の省 力化

・デー タを視覚 化す ることができる

・問題発見のための手法の簡略 化が行 える

・結 果に対 し、何 が原 因か考 えるツールが提供 され る

・新 しい感覚 で新 しい見方 をす る ことができ る

・商 品の売れ る地域 背景を地図で鮮明 にす る ことができ る

・地域 の価値観 ・マーケ ッ トの属性 を浮 かび上が らせ る ことが できる

・誰 もが同 じレベルか らス ター トする ことができ る

・誰 もが違 いがわか る

・課長、係長、 新入社員 まで絵 をみて 自然 と発言 できる

・プ レゼ ンテー ショ ン用の資料 が簡単 に作成 でき る

・強 力なデ ィスカ ッシ ョンの場が提供 され る

・地図による ビジュアル なプ レゼ ンテー ションが可能
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5.エ リ ア マ ー ケ テ ィ ン グ を 例 に し た

モ デ ーノレ作 成

5.1エ リアマー ケテ ィングを例 に した利用 イメー ジ

(1)全 体 イ メ ー ジ

マル チ メデ ィア型 の地図 デー タベー ス をイ メー ジす る ため に
、 エ リアマー ケテ ィ

ング(こ こでは 自動車 市場 と した)を 例 と して具体的 な利 用モ デル を作成 した。 エ

リア マー ケテ ィン グを取 り上 げ たのは、aimの 発展 形 と して直 ちに事業化 に取 り

組 む ことが でき るか らであ る。 また、 この例 によるモデ ル は 自動 車市 場 とい う特 殊

性 はあ るものの、 機 能的 に は汎 用性 を保持す ると思わ れ るの で、 今 後 の拡張 性 にお

い ても問題 は ない と考 える。
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(2)基本機能

①検索機能:

・地名入力によって周辺地図を表示する(人 口分布
、道路状況等)

・営業所分布状況を広域的に表示する

・営業所名入力によって周辺地図を表示する

・営業所名入力によって顧客分布地図を表示する

・地図を背景としてある特定の営業所情報(あ るいは顧客情報)を 表示す る

②集計機能

・マウスによるポリゴン設定による各種数値情報の集計

・ポリゴン内の市場規模、普及水準などの計算

・営業所を中心とした円(2kmや5kmな ど)に よる一括集計

・商圏内のシェアー計算

(3)応 用機 能

① 商圏モ デル

・商 圏の 自動 設定(徒 歩 圏域、 自動車15分 圏域 な ど)

・営業 員 サー ビス圏域 の 自動 設定

・他 メー カとの競合 状態 にお け る商 圏 自動設 定

・営業所 の再 編成(統 廃 合、 移転 な ど)に よ る商 圏変 更

②競合 モデル

・新規立 地 に よる商 圏獲 得 シ ミュ レー ション

・新規立 地 に よる顧 客 の獲得 シ ミュ レー シ ョン

③デ モ ンス トレー シ ョン機能

・営 業所 立地分 析、 商圏 分析 な どの典 型 的 な利 用 パ ター ンの モ デル

(本 システ ムの機 能紹 介、利 用 イメー ジを行 うため のセ ール スプ ロ

モ ー シ ョン)
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利用目的

①店舗立地

店舗を新設させ るのに好条件

の場所を抽出し、その適正を

検討する。

②販売戦略支援

雌 ↓

狭域エリアにおける店舗力

アップのための店舗開発 ・

エリアマーケット調査 ・分析

1を行う。1
一

↓

1)市場規模と成長 性

市場力の分析 を行 う。

2)店 舗 立 地 と シェ ア

現在の店舗配備状況とシェア 『

を分 析 す る。

1

3)店舗進出条件の検討 1

必 要 進 出店 舗 数 と位 置 、 及 び1

1進 出し鳩 合の予想値に基づ十
く最適性の検討 を行う・1

1

機能 ↑

1)商圏 内の市場動 向

商圏内の消費者 ・店舗動向の

分析を行う。

2)商 圏内の顧客行動の把握

顧客特性 ・ニーズの把握を

行う。

3)販 売戦略の提案

他店舗 との競合具合いを分析

すると共に、消費者ニーズを

捉えた販売戦略を提案する。

↑

店舗商圏モデル 検 索 ・集 計 競合モデル

↑ ↑ ↑

蕪ヨ
↑一

図5・1全 体利 用 イメー ジ
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5.2利 用 モデル の作 成

自動車市 場 にお け るエ リアマ ー ケテ ィン グを利 用 して、 マル チ メデ ィア型 デー タ

ベ ー スの望 まれ るモ デル を作成 し、 その展 開の方 向性 を探 る。

5.2.1モ デ ル の 目的

モデルにおける利用目的を以下のように設定する。

①エリアにおける販売シェアと店舗の数および立地条件には密接な関係がある。

したがって、販売シェアをアップさせるためには、立地条件のよい場所を探し、

そこへ店舗を進出させることが必要である。そのために好立地条件の場所の選

出と必要店舗数を試算する。

‖

「店舗立地」

② 店舗 を移動 させ ず に販 売 シ ェア をア ップさせ るに は、 店舗 力 の増加 を図 る こ と

が必要 であ る。 したが って、 店舗 の開発 およ びエ リア マーケ ッ トの調査 と分析

を行 い、 それ に基 づ い た販 売 戦略 を提案す る。

11

「販売 戦略支 援 」
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5.2.2目 的 別 機 能

モデルの目的を達成するために必要な機能を、以下に示す。

①店舗立地

エ リアにおける好立地店舗の増加を図るには、以下の機能を用いてエリアの店舗

分 析 を行 う。

分析過程
1

機能

1)市 場規模と成長性

a.市 場規 模 検索機能

a)人 口 人 口 ドットマップ 、構 成 比 グ ラフ

b)保 有台数 保 有 ド ットマップ 、シェアマップ

b.市 場 成長 性 検索機能

a)普 及水 準 普及 水準マップ

b)新 車販売状況 需要マップ

c)市 場成長性 市場活性度グラフ

c.市 場か らみた店舗進 出地域の抽出 進出地域候補マップ

2)店舗立地 とシェア 検索機能、集計機能

a.店 舗 の分 布状 況 店舗 分 布マップ

b.店 舗 の商 圏 店舗 商 圏マップ、商圏 内集 計

c.シ ェ ア シェアグ ラフ

d.立地 とシェアか らみた店舗進出地域の抽出1進 出地域候補マップ

」

3)店舗進 出条件の検討 店舗商圏モデル

a.必 要店舗 数の推計

a)商 圏を設定 した場合 店舗数表

b)目 標 シェ ア を設定 した場合 店舗数表

b.必要店舗位置の設定 店舗商圏分布マップ

c.予 想 シェ アの獲 得推定

d.最 適店 舗 数 と位 置の設定

商圏内集計

店舗商圏分布マップ
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② 販 売戦略 支援

広域 エ リアで はな く、 比較的 狭 いエ リア内 にお ける店舗 販売 にお い て、 シェア ア

ップを図 る ため の販売戦 略 の提 案 を行 う。

分析過程

1)商 圏 内の 市場動 向

a.地 理的特 徴

a)人 口

b)保 有

機能

検 索機 能

人 口ド外 マップ

保有 ドットマップ

c)地 形 に よ る制約 立体 地形図(グ ラフィック)

b.消 費者 動 向 検索機能

a)消 費 者ニ ー ズの変化(過 去 一現在) 推移 グラフ

b)予想 され る消費者動向 項 目表

c.店 舗 開発動 向 検索機能

a)現状店舗の把握 項 目表

b)販 売 シェアの高 い店舗、 新 設店 舗 の特徴 項目表

2)商 圏内の顧客行動の把握 検索機能

a.顧 客特 性の 把握 項 目表、構 成比 グラフ

b・顧客ニーズの把握 戸 隠 構成比グラフ

」

3)販 売戦 略 の提 案1競 合シミ、レ シ,ン

a.効 果的 な立地地点 の抽 出 店舗商圏競合マップ

b.顧 客確保 予測 集計機能 一商 圏テ㌔ タ集計

c.他 社競 合予測 モデル 競合状況 マップ
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5.2.3詳 細 機 能

目的別機能を分析過程ごとに詳細にみていく。

(1)利 田 目的1:店 舗 立地

①市場規模と成長性の分析

エリア内の市場規模、市場の持つ潜在購買力、および市場成長性が、現状にお

いてどの程度のものであるかを分析する。その分析の結果、どの地域に店舗を新

設すればよいか、 どの地域が問題地域なのかを抽出 ・把握する。

そのための分析索業務項目には以下のものがある。

分析業務項目 地図 数値 文書

a.市 場 規模 地形図

a)人 口 人 口 ド ットマップ 人口(時 系列) 人口分布特性

b)保 有台数 保 有 ド ットマップ 保有台数(時 系列) 保有分布特性

保 有 シェアマップ

b.市 場成 長性

a)普 及 水準 保有台数、 人 口 普及特性

1000人 当保有 台数

b)新 車販売状況 新車販売台数 新車販売傾向

新車供給率

c)市 場活性度 1・0・人当保有台数1噛 特性

新車供給率 1

c.市 場 か らみ た店舗 店舗進出候補 候補地抽出理由

進出地域の抽出 マヲプ
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分析業務 項 目の詳 細 は、 以 下 の通 りであ る。

a.市場規模

人 口の分布状況および 自動車の保有分布状況(全 メーカ トータル、メーカ別)

を地図を利用 して分析 し、潜在購買力に関する地域特性を把握する。

b.市 場成長性

全メーカ トー タルの 自動車の普及度合と新車の販売状況から地域特性と、地

域毎の市場の活性度を分析する。

分析基準は以下の通 りである。

・普及 水準:人 口1 、000人 当 り自動車保 有台 数

・新車 供給 率:分 析対 象 メ ー カの 全 メー カに対す る割合

・市場 活性 度:以 下 の図 の通 りであ る。

市場 は成長 期 か ら成熟 期 に向か う。 一 旦成熟期 に はいる と、 以

後 は活 性化 と成熟 期 と を交互 に繰 り返す。

新車供給率

市場が成長期

にある地域

」

市場がタイ ト

状態の地域

市場が活性化

している地域

1

市場が成熟期

にある地域

普及水準

c.市場か らみた店舗進出地域の抽出

上記のa.～b.の 分析 によ り、店舗進 出地域 を抽出する。

店舗進出候補地域の抽出基準は以下の通 りである。

・市場規模:分 布の密度の高い地域

・市場成長性:市 場が成長期にある地域、成熟期にある地域および

活性化 している地域
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②店舗立地とシェア

現状の店舗数およびその店舗の商圏とシェアを時系列、

分析業務項目とデータの関係は以下の通 りである。

デ ィー ラ別 に分 析す る。

分析業務項目 地図
1

数値 文書

a.店 舗 の分 布状 況 地形図

店舗分布 店舗数 店舗分布特性

b.店 舗 の商 圏 店舗商圏図 商圏内集計データ

保有台数、人口

新車販売台数

商圏の地域別

カバー特性

c.シ ェ ア 新車販売台数

販売シェア

シェア分布特性

d.立 地 とシェア か ら

み た店舗 進 出地域

の抽 出

店舗進出候補

マップ

候補地抽出理由
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分析 業務項 目の詳 細 は、 以下 の通 りであ る。

a.店 舗 の 分布 状況

時系列 的 に店 舗数 の推移 を調べ、 店舗 増設 動 向 を調べ る。 また、 店舗 当 り人

口(1店 舗 が販 売 ・ア フ タs-…フ ォ ロー の対象 とす る人 口)を 求め、 店舗 配置 が
効率 的 に行 われ ている か ど うか を分析す る

。

その さい に他 の競合 メーカー の店舗 配備状 況 と比較 してみ る と
、 その配 置の

適合性 が よりは っき りと して くる。

b.店 舗 の商 圏

aimを 利 用 し、 店舗 にお ける商 圏 を地 図上 に表示 す る ことに よって
、 その

商圏 の カバ ーす る範 囲 をみ なが ら、 店舗 配置 の適 合性 を分析 す る。

C.シ ェ ア

時系 列的 に市 区郡別 ・デ ィー ラ別 の販売 シェア を求 め、 エ リア 内の シェ ア特

性 を把 握す る。

d.立 地 と シェ アか らみ た店舗 進 出地域 の抽 出

上記 のa.～c.の 分 析 によ り、店 舗進 出候 補地 域 を抽 出す る。

店舗 進 出候 補地 域の 抽 出基準 は以下 の通 りであ る。

・店舗 分布状況:人 口
、 保有 台数 か らみ て店 舗数 の少 ない地 域

人 口、 保有台 数 か らみて店舗 数 が多 す ぎる地 域

(統廃 合の必 要性 も考 え られ る。)

・店舗 商圏:商 圏が カバー してい ない地 域(空 白地域)

・シェ ア:シ ェ アの低 い地 域
、 シェアが低 下 している地域
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③店舗進出条件の検討

中 ・長期の進出計画を立てた場合の必要店舗数、およびその適切配置を行い、

その妥当性を検討する。

分析業務項目とデータの関係は以下の通 りである。

分析業務項目 地図 数値 文書

a.推 計店舗数の試算

a)商 圏 を設定 した 店舗数、推計店舗数 商圏設定理由

場合

b)目 標 シェア を設 店舗数、推計店舗数 目標シェア設定

定 した場合 目標 ・現状 シェ ア 理由

新車販売台数

b.必 要 店舗位 置 の 店舗商圏図 必要店舗数、店舗数 位置決定理由

設定 計画店舗数

c.予 想 シェ アの 獲得 店舗商圏図 商圏内集計データ 店舗立地基準

推 定 、 推計人口

推計新車販売台数

推計販売シェア

d.最 適店舗数 と位置 店舗進出候補 必要店舗数 候補地抽出理由

の設定 マップ
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分析 業務項 目の詳 細 は、 以 下 の通 りであ る。

a.推計店舗数の試算

中 ・長期の 目標値を設定した場合の推計店舗数を試算する。

a)商 圏を設定 した場合の推計店舗数

地域特性、人口、シェアを考慮 した上で、最適商圏範囲を固定化し、店舗

毎にその商圏を設定 しなおした場合、その空白エ リアをカバーするための店

舗数を試算する。

b)目標 シェアを設定 した場合の推計店舗数

エリア全体、およびエリア内の各地域毎に、中 ・長期の目標シェアを設定

した場合、そのシェアを達成する店舗数を試算する。

b.必要店舗位 置の設定

推計店舗数が試算されたら、今後新設 しなければならない店舗数を割 り出す。

(必要店舗数)こ の店舗数は以下の式で求め られる。

必要店舗数=推 計店舗数 一(既 店舗数+計 画店舗数)

必要店舗数を求めた ら、 最も効率よく目標を達成出来る位置を設定し、商圏

のカバー状況(商 圏の重な り具合い)を 分析す る。

c.予 想シェアの獲得推定

店舗 の位置 と商圏が設定されたら、その商圏内におけるカバー人口、販売シ

ェア、販売台数を予測し、その店舗位置が適切かどうかを分析する。

d.最 適店舗数 と位置の設定

上記のa.～c.の 分析 と地域特性 を考慮 し、 目標 を達成するために最適の店舗

配備状況を地図上に表示する。
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(2)利用 目的2:販 売戦略支援

①商圏内の市場動向

商 圏および狭域エリアにおける市場の動向を把握する。

そのための分析業務項目には以下のようなものがある。

分析業獺 目1地 図 数値
1

文 書

a.地 理 的特徴

a)人 口

地 形図

人 口ドット 人口i地 域特性

b)保 有台数 保有 ドット 保有台数

c)地 形 に よ る制約 地形 図(ラスタ) 川等の分断要因

交通 網(ベ クタ) 交通量 ・交通頻度 人の流れ

鉄 道 ・道路

地域開発計画 地価 開発状況及び開

図(ベ クタ) 発計画

b.消 費 者動 向

a)消 費者 ニー ズの 車種別販売台数 消費者ニーズ

変化

b)予 想される消費 消費者ニーズの

者動向 変化の傾向

c.店 舗 開発 動 向

a)現 状店舗の把握 販 売 シェア、 店 舗 数、 店舗の特徴

b)販 売 シェアが高 い 店舗位置 ・規模

店舗、新設店舗 営業部員の活動状況 新設店舗の共通

の特徴 採算性 点
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分析業務項目の詳細は、以下の通りである。

a.地 理的特徴

人口や 自動車の保有台数の分布状況や、地形による人の流れの分断および人

と自動車の流れを把握する。また地域開発計画に基づき、将来的な人の流れの

変化の分析も行 う。

b.消費者動向

過去か ら現在 にかけての消費者ニーズの変化を把握 し、現在から未来にかけ

ての消費者ニーズの指向を予測する。

c.店舗開発動 向

自社および競合他社 における現状の店舗力を把握する。またシェアの高い店

舗や新設した店舗の特徴をつかみ、これからの店舗のあり方を探る。

現状の店舗力

・店舗の配備状況(店 舗数、店舗位置 と商圏範囲)

・店舗 の設備 ・規模

・営業部員の活動状況

・店舗の成長惟
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②商圏内の顧客行動の把握

商圏および狭域エリアにおける顧客行動の状況を把握する。

そのための分析業務項目には以下のようなものがある。

分析業務項目 地図 数値 文書

a.顧 客 特性 の把 握 保有台数 顧客購買履歴

家族数、家族の年齢 顧客名簿

顧客層 (家族構成含む)

b.顧 客ニ ー ズの 把握 顧客の家族の嗜

好

車に対する要望

・不 満

分 析 業務項 目の詳 細 は、 以下 の通 りであ る。

a.顧 客特性の把握

自動車の購入 により収集 した顧客データを基に、対象エ リア内の顧客の特性

を把握する。この顧客データには、顧客層の変化、保有車に関するデータ、顧

客の自動車購買履歴データ、顧客の家族データがある。

b.顧 客ニーズの把握

顧客 自身や顧客の家族の自動車に対する不満 ・要望を収集 し、把握する。
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③販売戦略の提案

市場と顧客行動の把握により、そのエリア内における効果的な販売戦略を提案

する。

そのための分析業務項目には以下のようなものがある。

分析業務項目 地図 数値 文書

a.効果的な立地地点

の抽 出

店舗商圏図 商圏内集計データ

人口、保有台数

新車販売台数

販売シェア

店舗基準

b.顧 客確保 予測 商圏内集計データ 店舗基準

推計人口

推計新車販売台数

推計販売シェア

c.他 社 競合 予測モデ ル 消費者ニーズ

店舗基準

新設店舗共通項

独創性
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分析業務項目の詳細は、以下の通 りである。

a.効 果的な立地地点の抽出

対象エ リア内における新規店舗開発において、店舗の販売目標を達成させる

ために効果的な立地地点を、人口および保有分布地図を参考に抽出する。

●立地候補地点の条件

・人口の多い地域

・人の流れの多い地域

・既設店舗の商圏と新規店舗の商圏の重なりの少ない地域

●立地地点の決定経路

・シェアの目標値の決定

・新設店舗規模の設定

・必要店舗数の決定

・店舗の効果的な位置の設定

b.顧客確保予測

上記のa.で 抽出 した地点に店舗 を立地 した場合、その店舗に集まると思わ

れる顧客数、予測される販売台数および販売シェアを推計する。その推計値に

基づき、その店舗が店舗立地基準に達するかどうかを判断する。基準に達しな

い場合は、店舗立地地点を他に探し、基準に達するまで再度顧客確保予測を行

う。

c.他 社競合予測モデル

上記a.、b.に おいて決定 した地点に建設する店舗の開発において、他社店

舗との予測される競合状況をモデル化する。

予測値の変更条件として、地域開発計画や、経済環境があげられる。これ ら

の完成度や変更に伴う人や物の流れの変化に対応して、競合状況も変化してい

く。
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5.3デ ー タ分析

以上の利用モデル をもとに、データの形態をメディア別に整理 した。

雌

公的統計情報:人 口 ・世帯関連デー タ

事業所関連データ

商業関連データ

交通量データ

地価

固有情報:自 動車保有者デー タ(車 種、購入年次、サー ビス履歴、

家族構成)

営業所毎の販売実績デー タ、保有ユーザー

営業所データ(数 、位置、規模)

=

白地図:概 要図(20万 分の1程 度の行政界のあ るもの)

(ディジタル ブロック図(2万5千 分の1の 地形図)

マ ップ)詳 細地図(5千 分の1程 度の街区図)

これ らの 白地図には、地形、鉄道、主要道路、主要施設

が含まれる

ラスター地図:地 図を単なる背景として表示 したい場合に画像データとし

て用意する。(特 に街区図)

土地利用図:現 状の土地利用状況図、土地利用計画図

一

記号:一 般地図記号

人 口 ドット(1点100人)

営業所位置の記号

その他施設の記号

グラフ:折 れ線 グラフ

棒 グラフ

レー ダーチャート

円グラフ等
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文責」置麹:消 費者ニー ズ

消費者動向

消費傾 向、消費者指向

店舗設備基準

店舗設備状況

リンク情報:地 図、数値、 図形などをリンクする情報

座標(緯 度、経度)

時間軸(年 次、月次)

地名(座 標値 を持つ)

施設名(座 標値を持つ)

営業所名(座 標値 を持つ)

駅 名、鉄道、道路名
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5.4画 面表示 イメー ジ

自動車市場 にお け るエ リア マー ケテ ィ ング利 用モ デル の流 れ を、

ジを用 いて追 う と、 以下の よ うにな る。

(1)利用 目的1:店 舗立地

!xlxx"x"Xl-hLxl-Lx"N"LN7-LXzaN"X"Y"X"th/X7"N

l市場規模

1店舗立地とシヨ

獣÷
　⊃

【人 口】

【保 有 台 数 】 一… 一 ・

1

【市場成長性】 ・…

【市場からみた店舗

進出地域の抽出】

画面 表示 イメ一

人口の分布状況

一 人口の構成状況

一 産業別就業者状況

一 保荷車分布状況

一 保有車種構成状況

一 白動車普及水準の現状

一 新車販売状況

一 市場活性状況

一 市場からみた店舗進出地域の

抽出

【店舗 の分 布状 況】

【店舗 の商 圏 内集計 デー タ】

【新車 販売 シェア ー ー一新 車 販売 シェ ア

状況 】L－ 車 種 別 ・店舗 別新車 販売 シェ ア

【立 地 とシェア か らみ た

店舗 進 出地 域の抽 出】

」

「

【店 舗数 の推計 】 一τ
1

【必 要店舗 の 一… 丁

位 置 設定】1

【予 想 シェアの獲 得

状況 の推定 】

【最適 店舗 数 と 一]

位 置の設定 】i

t

－ 商圏設定による店舗数推計

一 目標シェア設定による

店舗数推計

一 必要店舗数の試算

一 必要店舗の位置設定

一一必要店舗商圏の獲得シェアの

予想

一一目標達成のための最適店舗数

の試算

一一最適店舗数の位置設定
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(2)利用 目的2:販 売戦略支援

v。N"x'1LXI-)`X"N"x"N"Nl-LXI-■`X"N"N'eL¥t

【地理的特徴】

 

離

、

一

ー
鷲

匿

ー
ト
ー
ー

L

【消費者動向】

一 現状の地形

一 人口の分布状況

一 自動車保有分布状況

一 塊状の人の流れ

一 現状の交通量

一 地域計画による地理的変化

一 地域計画による人の流れの変化

一一過去における消費者動向

一 現在の消費者動向

一 消費者動向の変化の流れ

一 消費者動向の予測

【店舗 開発動 向】 一・一 自社店舗 の現状

【顧客特性の把握】

【顧客 ニー ズ

の把握 】

O店 舗の配備状況

○店舗の設備 ・規模

O営 業部員の活動状況

一一他社店舗の現状

○店舗の配備状況

O店 舗の設備 ・規模

O営 業部員の活動状況

一 店舗作 りの方向性

O販 売シェアの高い店舗、

新設店舗の特徴

○店舗規模 ・採算性

一 顧客層の分布変化

一 顧客の家族構成

一一顧客サービス履歴

一一保有車種構成

、 消費者ニーズの傾向

}一一商圏内の顧客ニーズの変化
し一顧客ニーズの予測
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←、_」

歴 戦略の
【効果的な立地

地点の抽出 】

【顧客獲得予測】

【他社競合予測

モデル 】

一一シェア の 目標 値設 定

一 新規店 舗 規模 設定

一一エ リア 内必要 店舗 数設定

一 店舗立 地 地点 設定

一一商圏設 定

一 商 圏 内予 測値 集計

一一目標 シ ェア達成 度 検討

一 自社店 舗配 備状 況

一 競 合他 社お よび 自社店舗 配備

状 況

一店舗 商 圏 に よる競合 状況

一 競 合状 況 の変化
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エ リアマ ー ケテ ィ ングの利用 モデル の イ メー ジを画面表 示形 式 でみ ると以下 の よ

うに な る。

(1)利 用 目的1:店 舗 立地

①市場規模と成長性

・人口

人口の分布状況

人口の構成状況

産業別就業者状況

・保有台数

保有車分布状況

保有車種構成状況
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・市場成長性

自動車普及

水準の現状

新車販売状況

1市場活性状況

il

・市場からみた店舗進出地域の抽出

店舗進出候補

地域の抽出
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②店舗立地とシェア

・店舗の分布状況

・店舗 の商 圏内 集計 デ ー タ

・新車 販売 シェア状 況

新車販売シェア

車種別 ・店舗別

新車販売シェア

・立地とシェアからみた店舗進出地域の抽出

店舗の分布状況

店舗の商圏内集計データ

年6別 人ロ

10M以 下

lO歳IC

aOM代

30a爬

40自民

50血代

eOfi以 上

146,568

1田.548

!10.575

189.588

1闘.205

川.θ71

115,888

1ro.680

170,473

211,519

1s7.439

1田.21s

l拍,406

138,370

60/55伸 び率

82.34

102.鵠

100.45

98.S7

105.08

115.57

117.70

自動車販売シェア

屹255年 自60烏 …田63軍

一59一



③店舗進出条件の検討

・店舗数の推計

商圏設定による

店舗数推計

商圏設定用項目

O中 心点か らの距離

O中 心点か らの時間

O店 舗当 り人口

O店 舗 当 り保有台数

O店 舗当 り面積

目標 シェア設定

による店舗数

推計

目標シェア設定用項目

○目標シェア

○基準店舗力
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・必要店舗の位置設定

必要店舗数

の試算

必要店舗の

位置設定

・予想シェアの獲得状況の推定

必要店舗商圏の

獲得シェアの予想

・最適店舗数と位置の設定

目標達成のための

最適店舗数の試算

必要店舗散の試算

雛蒜 ㍑
'「西中店卸欧14

必要店舗数37

必更店鎗の直直股定
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(2)利用 目的2:販 売戦略支援

①商圏内の市場動向

・地理的特徴

現状の地形

人口の分布状況

自動車保有分布

状況

現状の人の流れ

現状の交通量

地域計画による

地理的変化

地域計画による

人の流れの変化

ヨ≡===========[エ

－ll

人の塊れの変化

`
/

「

≒

フ
{

、、`

、

買 ∫

1

'

1

`

ξ

、

《

.笥Lこ
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・消 費者動 向

一
過去}お ける

消費者動向

現在の

消費者動向

消費者動 向 の ・

変化の流れ

消費者動向の

過去における消費者動向(1960年 代～1970年 代)

ア棚 中流家庭の生活 を日日とする.
・家電製品などモノを所有することがステイタスシンボルとなる

.
「若者の時代」といわれる.

7メ肋のヤングh"ト のスタイルをモデル とす る.
・西欧風の生活が定着して くる

.
「女の時代jと いわれる.

1980年代 モデルとするものが見つか ら廿 今までの生活のN組 立を行う
.・自分にとって本 当に必要なものは何かを探る

.
・本物を志向す る

.
・自分の身の回りのこと全般にわたって

、自分にあった物、
自分の求めるものを見極めようとする.

「人の時代」r見 直しの時代1と いわれ る.

・,80年代における 「見直しの時代」がしばらく継続すると予想

される.
・国際化、情轍化などの環境変化に順応 しつつ、自分 らしい生活

とその基盤である生活環境を変化させていく.
・欧米風の生活の定着により

、モノの価値が西欧とほぼ等 しくな

ったため、生活向上のための目標 となる対象がみつからな くなる.

その ため、今の生活を維持 しなが ら、一方一度は経験 してみた

いと思 う生活の疑似体験(シ ミェレづヨン)を す ることが求め られる.
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・店舗開発動向

自社店舗の現状

店舗の配備状況

(数、位置、商圏範囲)

店舗の設備 ・規模

営業部員の活動状況

O店 口の殴円・規摸

釦∬販売

展示台数
事ビス工場

面積

駐車●面積

O割 栗mOfiの 活動

新車尊人セ一応スマン

事ビltsn

8貝

月販40台

10台

Bペ イ

1850㎡

700㎡

15名

23名

40名

他社店舗の現状

店舗の配備状況

(数、位置、商圏範囲)

店舗の設備 ・規模

営業部員の活動状況

一
販売シェアの高い店

舗、新設店舗の特徴

店舗規模、採算性

O店 舗の股偏 ・規模

新京販売

屋示台数

v－ビx工●

面積
駐車場面積

O甘 栗部員の活動

斯取古人セー●x⇔

'一ビスO員

ee日

月飯80台

12台

10ペ イ

2500㎡
1000㎡

20名

28名

52名

O店 舗作りの方向性

・展示台数を増や し、車種間の比較が出来るようにする.

'集 客力を高めるために、異業種と共同で店舗をつくる.
'消 費者の好む雰囲気の店舗を作る.

入りやすい磨

きれいな店

広い店

居心地のよい店
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②商圏内の顧客行動の把握

・顧客特性の把握

顧客層の分布変化

顧客の家族構成

顧客サービス履歴

保有車種構成

・顧 客 ニー ズの 把握

消費者 一 ズの傾 向

商圏内の顧客

の変化

一ズの予測

一65－

X氏 のサービス履歴

1984年5月

6月

1987¢5月

1988年10月

1989年5月

8月

11周

期血購入

オイル文検

車検

タイヤ交換

耳順

電気払統故障

サイドブレーキのワイヤーが切れる.

O消 費者ニーズの傾向

・古紙車(排 気故3000㏄ 以上)志 向

・輸入月1〔n級8が あ る)志 向

上級東 中級取

EAン ト←`イiAン ト77埠
・カーインテリアの"扱 田志向

・安全性志向(ABS－ アンfXi,トー・プレi・シ1ラムーの装備など}

'消 費者が好む耶体の 色の変化

白'舛 カテ、ダレwなどの色付O
・消費者の飼性を表現 で直る項を志向す6 .

O顧 客ニーズの予姐

・高級感志向(古 紙車.中 板輸入頂)が 純観する.
・自分を表現で芭る皐を選択する.(自 分にあった車の選択)

・余暇の増大によ り、レジャーなど使用目的にふさわ しい取を選択する,
・庫の複数保有によ り、1台 目と2台 目以降の使い分けが一般化する.



③販売戦略の提案

・効果的な立地地点の抽出

シェアの目標値設定

新設店舗規模設定

「一一ー ー一一「

エ リア内

必要店舗数設定

店舗立地地点設定
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・顧客確保予測

商圏設定

商圏内予測値集計

目標シェア達成度

検討

一

o有田内子田田貫計

1000人当り
保有告薮

1栖息保有台敬

1晒
断章
帆始原

販 売

,x「

商田内
人口予漂

月間飯亮

子党
子息
シ3'

A竜査
B亀点

加 45,321 622 15.03 15.9 田.803
78,505

45
田
1臥8
2L5

一

o目 掴シェア違成度検討

比較項目

新京販売台数
販売シェア
商回内人口

店舗基準

50台

22%

45,000人

〈
〉

<

予想組

51台

21.5%

7S,505人

評価

O

X
O
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・他社競合予測モデル

自社店舗配備状況

(既 ・新設店舗)

競合他社および自

社店舗配備状況

店舗商圏による競

合状況(現 環境)

競合状況の変化

(年度毎の予測

値による)

－ll

＼ 自社店テ 鰍 況
《

}ス

Lx'

{

親 口1心

]/
、、
、

⊂へ

、z

一「

=

一

鼓剖飽 および自社店舗配備状況

`

、/'

ξ, 7、

}

〕

r、.、

1∨

～.♂

♂

∨ 、b

、、
、

、

」 、》遡 聡

、

・㊦ 託
、 、

一.3

一=
鑓合状況の変化

＼ /

,き

1Σ

"▽～

1、

7'

'`

、、
一 亨

'

『

「 、[
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5.5シ ステ ム構 成

(1)現 状の ハ ー ド構 成

現 状 のaim用 ハー ドウェ ア構成 は集計 依頼があ っ たと きのオ ー一.一画ダー入 力、 プ リ

ン タによ る帳票 出 力、 プロ ッ タ出力 な どの インタラクテ ィブ処 理 はPC98で 、 統

計集 計、 プ ロ ッ タイ メー ジ地 図 フ ァイル作成 な どのバ ッチ処理 は ミニ コンで、 そ れ

ぞれ 実行 し、 これ をLAN(イ ーサネ ッ ト)で デー タの受 渡 しを行 っ て いる。

下表 に処 理 とCPUの 使 い分 けを示す。

表5・1現 状 のaimに お けるハ ー ド構 成

1.オ ー ダー入 力

2.オ ー ダー転送

3.統 計 集計、 プ ロ ッタイメー ジ、

地図 フ ァ イル 作成

4.集 計結 果、 プ ロッタイ メー ジ、

地 図 フ ァイル転送

5.地 図 出力

6.集 計 表 出 力

PC

PC/ミ ニ コ ン

ミニ コ ン

PC又 は ミニ コン

PC

注)PC:PC98

これ は、 大 容量 の人 口 ドッ ト、 統 計 デ ー タ(現 時点 で約300MB)は ミニ コンク

ラスのハ ー ドデ ィス クが必 要 であ り、 統計 処理、 プ ロ ッタイ メー ジ地 図 フ ァ イル作

成 の処 理 も高速 性 が要求 され るの で、 これ らは ミニ コンの範 中 と し、 オ ー ダー入 力

・プ リン ト出力 な どの記憶 容量 処理 ス ピー ドの要求 され な い箇所 をPCと い う具合

に役 割 分担 させ て い る。
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しか しこの構 成の 欠点 と して、 異種OS間 のLANに よ る接合 で、 直接の デ ー タ

ア クセ スに はアプ リケー ション によ るプ ログ ラム 開発 を生 じる。 またデー タの転 送

のみに よれ ば(現 状 は この 方法)、 時間的 な ロス、 一連 の作 業が煩雑 にな る とい う

デ メ'リッ トが挙 げ られ る。 それ に加 え、 高価 な ミニ コンを使用す るため、 コス トも

割高 につ く。 さ らに マイナ ーな ミニ コ ン機種 に依 存す る ことによ り、他 システ ムへ

の移植性や システ ム全体 と しての商 品性 も非常 にマ イナ ス面が大 きい。

(2)計 画 中のハー ド構 成

そ こで、 今 日の ハ ー ドウェア スペ ックよ り考 え られ る、 よ り効 果的 な構成 を下 図

に示す。 これ はPCの み によるLAN構 成 を基本 軸 とす る。 特 に多数 のユ ーザ ー を

抱 えるPCと しての 魅 力 は、 多 種多 様 で安 価 な周 辺機 器の提供 を受 け られ る こと で

あ る。aimの 必要 条件 と して大容量 記憶 媒体 が 不可 欠 であ るが、 これ も最近 のP

C用 大容 量廉 価 メデ ィアと して、 八一 ドイ ス ク(300MB～) 、 光磁気 デ ィス ク

などの出現 とOSの 対 応 によ りPCで も十 分 に可 能 で ある。 また も う1つ の必要 条

件 と して、 バ ッチでの処理 ス ピー ドが挙 げ られ るが、 これ も32ビ ッ トCPUのP

Cへ の浸透 に よ り、 か な り対応 できる よ うにな って きた。

大容量

ハー ド

ディスク

00M

光 磁気

デ 孤ク

600M

LAN

㊦
プ リンター プ ロッター

図2ハ ー ド構成

一70一



次 に各 ソフ ト別 に ハー ドとの 対応 につい て考 えてみ たの が下表 であ る。 ス ピー ド

等 に若 干の問題 はあ るもの の、 安 価 で現実 的 な構成 は この よ うな もの であ ろ う。

表5・2ソ フ ト別の ハ ー ドの検討

ソ フ ト ア クセ ス 容量 ハ ー ド

ス ピー ド R/W

1.統 計 デ ー タ

2.図 形 デ ー タ

(ベ ク トル)

3.画 像 イ メー ジデ ー タ

(ラ ス ター)

4.オ ー ダ ー、 集 計 結 果

中

速

速

遅

R

R/W

R/W

R/W

大

中

大

小

追 記型 光デ ィス ク

ハ ー ドデ ィス ク

光 磁 気デ ィスク

フ ロ ッピー

*R/WはREAD/WRITEの 略

この表の よ うに リフ トメデ ィアの ア クセ スス ピー ド、 リー ド/ラ イ トの 有無、 容

量 よ りそれ ぞれ マ ッチ したハ ー ドメデ ィアが選択 でき る。
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(3)シ ステム構成

デー タの形態 をハ ー ド構 成 に対応 させ る と下図 とな る。

()
数値

遡

○
一 ベ クター 一

≡
地図

情報 (
)

一
ラスター
一

マップ
)

○

図形

情報
)

○
リンク

情報
)

帰
○
ユーザ 固

1幽 ノ

シミュレーション

商 圏

競 合

口

オーダーに応 じた入 力

データ生成

」

形

報

図

情

集計結 果

保 存

(テ"モ用)

プ リンター

プ ロッター

CRT

メニューによ

る検索 ・

集計等 の

実行指 令

インプ ッ ト

アウ トプ ッ ト

図 ファイル構成概念
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aimで 保有 す る数値情 報、 地 図情報、 リンク情報 ファ イル等 とユ ー ザ固有 情報

を読 み込 み、 シ ミュ レー シ ョンの様 な利用 シナ リオに沿 っ て演 算処 理 を遂行 した後、

CRT上 に マル チ ウ イン ドウで表示。必 要 に応 じ、 図形(グ ラフ作成etc)処 理

を行 い、 場 合 に よっ ては図 形情報 フ ァイル を作成 し描 き出す 。
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6.今 後 の展開

今後の開発展開と しては、今年度 検討 したモデル をベースに、実用 モデル と して

作成 し、 デー タベー スの設計、構築 に着手す る予定 である。具体的 には次の よ うな

ステ ップ を計 画 している。

(1)エ リアマーケテ ィングモ デル の詳細 設計

・デー タ形態(地 図、 数値、文字)別 のデ ー タ種類

・デー タの年次
、ボ リューム

・リンク情報の詳細 な定義(座 標:緯 度 ・経度
、 時間軸)

(2)デ ー タベ ースの設計

1)入 力形式 の設 計

・初期的 な入力(デ ー タベー ス提供者側)

・利用者 によ る入力(業 務に用 いる固有デー タ)

・操作時の入力(メ デ ィア別の入 力デ ィバ イス)

2)出 力形式 の設 計

・利用モデル に応 じた画 面設計

・表、 グラフ形式の設計

3)デ ー タベー スの設計

(3)シ ステムの詳 細設計

(4)シ ステム開発

(5)デ ータ開 発

1)特 定地域:県 レベル の選 択

2)aimに ないデー タの収集 ・整 備

(6)運 用、事 業化
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